
【様式３-１】 

公益財団法人 樫の芽会 御中

伴走型就学・学習支援活動助成 実施報告書 

【団体の概要】 ① 作成日 令和 6年 5月 5日 

②法人・団体名 一般社団法人ライフキャリア教育ラボ （「ラキャボ！」） 

③所 在 地
〒545-0033 

大阪市阿倍野区相生通 2－10－6 

④責任者氏名 浅野京子 （役職名等） 代表理事 

⑤担当者氏名 片山富美 （役職名等） フリースクール責任者

【奨学活動の概要】 

⑥助成交付決定番号 R05-014 ⑦助成金額 49 万円 ⑧申請カテゴリー c 

⑨奨学活動名
「不登校・ひきこもりの心と体、まずは知ってもらって伴走する！～心をほぐ
すための講演会イベント、スタッフ勉強会の開催～」 

⑩主な実施場所 阿倍野区民センター大ホール、当法人事務所 

⑪活動内容とその成果の概要（詳細は【様式３-２】又は別添資料にて記載・説明ください。） 

１，イベント開催のための事前勉強会・ワークショップ：７月～８月
２，スタッフ人材育成・スキルアップのための勉強会：7 月～３月
・スタッフに限定せず、広く当法人の活動に興味関心を持つ一般の方々に周知し、開催したことで、より
多くの方に理解を深めてもらうきっかけとなった。
３，不登校・ひきこもりを理解するためのイベントを開催:９月
・不登校・ひきこもりの現状を多くの人に知ってもらい、フリースクールや相談事業の重要性を感じても
らうことができた。有識者による講演を盛り込むことで、当事者はもとより、より多くの人達に心理面や
医療面での知識を深めてもらえた。また当フリースクールの生徒達が協力し合いながらイベントのための
短編アニメ作成・アフレコ参加し、生徒達が前向きになれたことは大きな成果であった。特にイラストレ
ーターや声優にこれまで以上に興味を持ち、将来の夢に希望を持つようになるなどキャリア形成につなが
った。１．２．３を通じて、生徒、スタッフの人材育成に大いにつながり、さらなる知識と理解を深める
継続的な仕組みの構築につながった。
⑫奨学活動の定量的把握（注：統計情報として参考まで把握するものです。活動成果等は上段⑪及び様式３-２等でご報告願います。） 

支援対象 延べ人数 
（Ａ：人） 

平均時間 
（Ｂ：時間） 

活動量 
（ＡｘＢ） 

備考・補足 

中学生等 ６ 20 120 
高校生等 ４ ５ 20 
大学生等 10 6 60 
学習支援員等 28 11 308 
その他 123 3 369 イベント参加者

合  計 877 

その他の定量的な数値（任意） 
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【様式３-２】 

令和５年度 伴走型就学・学習支援活動助成 実施詳細報告書 

奨学活動名：「不登校・ひきこもりの心と体、まずは知ってもらって伴走する！

～心をほぐすための講演会イベント、スタッフ勉強会の開催～」 

    法人・団体名：一般社団法人ライフキャリア教育ラボ「ラキャボ！」 

    作成者：浅野京子 

１．取り組んだ課題や実践した目的・実施内容について 

<取り組んだ課題> 

多くの不登校・ひきこもりの子どもがいるにもかかわらず、フリースクールや保護者相談の利用者が圧

倒的に少ない。認知度を高め、より多くの人に不登校・ひきこもりについての理解を深めてもらい協力

を得るとともに、当事者に将来の不安を和らげてもらうためのサポートを行うイベントを開催。 

<実践の目的> 

イベントを開催して、不登校・ひきこもりの現状を多くの人に知ってもらい、フリースクールや相談事

業の重要性を感じてもらうとともに、当法人の認知度を高める。有識者による講演により、当事者はも

とより、より多くの人達に心理面や医療面で必要な知識を深めてもらう。 

<実施内容> 

多くの人が集う会場において、有識者による講演会等のイベントを実施。音楽の演奏を交えながら、リ

ラックスして参加してもらえる工夫を行い、同時にボランティア・学生の協力を得て輪が広がる取組み

を行った。またスタッフ・協力者の勉強会を事前に行うとともに、さらなる知識と理解を深める継続的

な仕組みの構築を進めた。 

 

２．実施した奨学活動の詳細 

・活動内容の詳細・参加人数 

不登校・ひきこもりに関する講演会イベントの開催<開催チラシ②、パンフレット③>  

実施場所：阿倍野区民センター大ホール、参加者 123人（小学生～大人） 

実施日：不登校児が増える夏休み明け（９月 2日土曜日、3時間） 

講演：奥田達也氏、浅野隆司氏、小沢貴史氏、浅野京子、ボランティアスタッフの協力出演（5人） 

音楽アンサンブル演奏（音楽と人権についての講演を交えながら）：松本城洲夫氏とアンサンブル・サビ

ーナ（講師 1人、演奏者 5人） 

 

スタッフ・ボランティア勉強会<開催チラシ①> 

実施場所：当法人事務所(法人スタッフ 3人＋参加者延べ 19人、参加者計 22 人) 

実施日： 

７月 29 日、８月 11 日、各日 4時間 （参加者募集にて実施） 

外部講師：川合由美子氏「交流分析」、杉岡幸代氏「シュタイナー教育」 

9 月 25 日①、10 月 23 日②、11 月 21 日③、12 月 19 日④、１月 23 日⑤、2月 20 日⑥、3月 19日⑦

各日 1時間 （スタッフのみにて実施） 

内部講師：浅野京子①②③「自己肯定感・非認知能力の重要性」④⑤⑥⑦「人権・多様性について考え

る」 
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・イベント周知方法や協力いただいた関係者 

大阪市教育委員会（後援）、阿倍野区役所（大阪市広報あべの 8 月号記事掲載、案内チラシ区役所内配

架）、阿倍野区内小中学校（案内チラシ情報共有）、阿倍野区地域振興会・地域活動協議会（阿倍野区内

地域掲示板にチラシ掲示）、阿倍野区 PTA協議会（案内チラシ情報共有）、地域情報紙（あべのタウン新

聞 8月号、東住吉タウン新聞 9月号記事掲載）、阿倍野区民センター（案内チラシ区役所内配架）、大阪

市立生涯学習センター（案内チラシ区役所内配架） 

 

・地域やボランティア活動との連携 

当法人の所在地の大阪市阿倍野区役所との連携、区内小中学校との連携、地域振興会や地域活動協議会

との連携、区PTA協議会との連携を図っている。また、大阪市で 2024 年 4月開校の大阪市立心和中学

校（多様な学びのために新設、主に不登校生徒を受け入れる）と当法人の今回の講演会開催にかかる情

報共有なども行っている。 

さらに大阪公立大学商学部の学生たちとの交流、阿倍野区にある大阪キリスト教短期大学の教員・学生、

大阪市内通信制高校の教員、学生との交流なども行っている。また、今年から新たに発足した阿倍野区

こどもの居場所活動グループ交流会に参加し、大阪市阿倍野区社会福祉協議会と連携した情報共有・活

動を行っている。 

 

・学習支援員について 

書籍の活用や内部講師により独自でスタッフの勉強会を開催しているところであるが、外部専門家（交

流分析：川合由美子氏、シュタイナー教育：杉岡幸代氏）にご協力いただき、どのような伴走・学習支

援が効果的であるかを学び、学習支援員やボランティアサポーターのさらなるスキルアップを図り、サ

ポート体制を構築している。 

 

３．本活動から得られたもの、反省点、課題、今後への発展性、等 

・本活動から得られたもの 

① 「大人が元気であることが子どもの元気につながる」と考えており、当法人では、不登校・ひきこ

もりの子ども達のサポートのほか、「すべての人の自分らしい生きがいづくり」のための企画・イベ

ントを行っている。ワーク・ライフバランスの上手な実現のために他の人はどうしているのか、と

にかく笑って明るく元気に過ごす『タネ』を探したい、と思っている大人のための交流会としてキ

ャリアサロン「ワライバ！」を不定期に開催しており、交流会を通じてフリースクール・キャリア

スクール事業の認知度を高め、子ども達を応援する元気な大人を一人でも多くして、サポーターを

増やしていくための活動を日々行っている。そこで、今回の講演会イベントを周知し、舞台上で協

力してくれる大人、舞台裏方で協力してくれる大人を募ったところ、喜んで参加したいと複数人か

ら申し出があり、イベント開催に大きく寄与してもらえた。多くの人が子ども達の将来をサポート

したいと望んでいることが良くわかり、この輪を広げていくべきだと実感した。 

② イベントで、当フリースクールを紹介するにあたり、生徒達が制作、アフレコに挑み、大学生が編

集に携わり短編アニメを上映した。生徒同士はたまに会話があるものの、ほぼスタッフが投げかけ

たことに返事をするといったコミュニケーションの取り方であったが、今回の短編アニメ制作に関

して「協力して何かを作り上げる」ということを体験することができた。大きな成果であった。 
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・反省点、課題 

① 講演会の会場である阿倍野区民センターが希望する時期でなかなか空きがなかったため、当初小ホ

ール（約 300 人定員）で予定していたが、大ホール(約 600 人定員)での開催となってしまった。会

場費、使用設備費、舞台スタッフなど、大幅に予算オーバーとなり苦労した。チラシやパンフレッ

トの原稿作成はスタッフで行い、パンフレットの折り作業を自分達でするなど節約できるところは

工夫して乗り切ったが、次回は対策を講じたい。 

② チラシ、パンフレットに後援「公益財団法人樫の芽会」様のお名前を入れさせていただき、講演会

や勉強会の中で、「助成を受けたことで開催することができました」とお礼を述べさせていただいた

ところですが、今後は印刷物においても、「後援」表記に加え、「公益財団法人樫の芽会様の助成事

業」と大きく明記させていただきたいと思います。当法人の決算を終え、やはり現在のところ、今

回のような無料での講演会や勉強会を単独で開催する財源が当法人にはなく、しかしながら多くの

人に知ってもらい輪を広げていくことが重要であることから、助成金を受けることができたことに

非常に感謝しております。 

③ 短編アニメ制作は、将来イラストレーターになりたいと考える子、声優に興味を持った子などが出

てきて、子ども達のキャリア形成に役立ったと考える。しかしながら、必要な機材（パソコンや音

響機器）は大学生スタッフが重い私物を持参してきてくれたために実現できたこともあり、当法人

でもイベントのために必要なものは準備したいと考える。 

④ 講演会イベント、勉強会共に参加者からは好評であったが、その後のフリースクール生徒の増員に

直接はつながらなかった。ニーズがないのであればフリースクールの生徒が増える必要はないが、

不登校・ひきこもりが増加していることからも、もっと認知度を高めていく必要があると実感した。

しかしながら相談・生徒数自体は増えつつあるため、時間をかけて取り組んでいくことが必要であ

る。 

⑤ 講演会の内容は多くの人に理解を促すことに焦点を当てているので、悩んでおられる方の個々の事

例に必ずしも合致するわけではないというところが難しく、どう伝えていくべきかが今後の課題で

ある。 

 

・今後への発展性 

① 前掲の今年から新たに発足した阿倍野区こどもの居場所活動グループ交流会、大阪市阿倍野区社会

福祉協議会と連携していくことから、今後さらに地域を巻き込んだ活動に発展させていくことがで

きると考える。 

② 生徒達がイベントのために集中して取り組めたことから、テーマを決めて、お互いの意見を出し合

いながら、一つの作品を作り上げるということを継続することで、生徒達が前向きになれると考え、

昨年体験していない今年の生徒達にも経験の機会を与え、今後のキャリア形成につなげていきたい。 

③ 当フリースクールでは、子ども・保護者の意向を尊重しながら、非認知能力の向上、生きる力をつ

けるためのサポートを行っている。学校に戻ることを希望している子には自信をつけて復学できる

支援を行っているが、少人数の生徒ながら既に数人の子ども達が復学を達成できている。長年不登

校に苦しんでいた子がいたにもかかわらず、これには学校現場の教員の方々も驚かれている。今後

もさらなるニーズに応えていくとともに、広くこの現状を周知することで社会貢献に寄与できると

考える。 
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４．本活動におけるエピソード、思い、感想、等（任意） 

不登校・ひきこもりというシリアスなテーマであるがゆえに、講話を聴くだけの講演会ではなく、演

者・観客ともに大切なことを楽しみながら考えることができる内容にしたいと考え、第 2部を芝居仕立

ての講演会という大胆な発想で実施した。生徒達の短編アニメもそうであるが、第 2部も完全オリジナ

ルにし、作・演出共に法人代表の浅野が手掛けた。第 2部の芝居に関しては、出演者が公務員・会社員

など仕事をしているメンバーのため稽古の回数があまり取れず苦労したところであるが、それぞれが自

分たちのエピソードを出し合い、短時間で台詞を覚え、発声練習に励み、一丸となって当日を迎えた。

自発的な取り組み、また集中力が発揮できたため、かなり完成度の高い仕上がりとなった。将来の夢を

語り合った中学生達が 40 年後に再会して、夢を実現した者、挫折したが今を懸命に生きている者など

様々である。が、前向きに生きていれば、何とかなる、というストーリーを軸に展開した。20代の出演

者もいたが、30 代から 50 代のキャストがセーラー服を着て舞台に飛び出したことは、観客に大いにウ

ケた。また、ストーリーテラーとして大阪公立大学の小沢教授が自ら用務員の格好で、箒を持ちながら

登壇して、熱い思いを語ったシーン、最後にはミュージカル仕立てで、オフィシャル髭男爵の前向きな

曲に合わせて全員でダンスを披露して、幕を閉じるという、これまでにない画期的な講演会となった。

終了後、観客に感想を聞いたところ、「こんな講演会は初めて」「来てよかった」「あっという間に時間が

過ぎた」などの声が多く寄せられた。終了後アンケートの平均値は 5点満点の「4.6」点であった。本当

に開催して良かったと感じている。もっと多くの人に観てもらいたい、参加してもらいたいとの一念で

ある。各自治体教育関係者からオファーが来るのではないかと案じているが、それほどの知名度は今の

ところない。全国行脚の準備はできているのであるが。 

 

この度は助成いただき、本当にありがとうございました。継続してまいりたいと、次年度に向け、新た

な台本を書き始めようとしているところです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

５．学識者からのご意見、コメント、等（申請カテゴリーにて「S」が付されている団体） 

今回監修のみならず、出演いただいた大阪公立大学の小沢教授は、マーケティングの専門家であり、

市場動向に詳しい。社会人として働き出すと若者は様々な厳しさに直面するが、それが個人の成長にも

つながる。不登校・ひきこもりという社会課題にどのように向き合っていくのか、社会全体で考えてい

く一助として、今回の主旨のようなイベントは必須である、とコメントされている。 

 超少子高齢化の日本では、次世代の労働の担い手として活躍すべき若者が、圧倒的に少ない。にもか

かわらず、さらに引きこもりから社会に出ることを拒む若者が増えれば、大きな経済的打撃を受けるこ

とになる。不登校が悪いわけではない。しかしながら、親の庇護から離れて自分で自立することは将来

のために必要である。「生きる力」が求められている。 

 

 

  

スタッフ・ボランティア勉強会

<写真・開催チラシ①> 
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講演会イベントの開催 

上段 

<開催チラシ②> 

 

中段 

<大阪市阿倍野区民セン

ター外観、大ホール客席> 

 

下段 

<舞台の一場面の写真> 
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講演会イベントの開催<開催パンフレット③> 

、パンフレット③> 

上段<開催チラシ②> 

、パンフレット③>スタッフ・ボランティア勉

強会<写真・開催チラシ①> 


